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大河津分水コラム「次の100年に向けて」
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０
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振
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っ
て
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　こんにちは、地域おこし協力隊 SNS 情報発信担当の井口大史です。
最近では周りの人に「ちょんまげ」の愛称で呼ばれています。東京か
ら燕市へ移住して半年以上が経ち、新潟の寒さと雪に苦戦しつつも、
人生初の一人暮らしにもやっと慣れてきました。
　今回は燕背脂ラーメンM

マ ッ プ

APの裏話を少し。私は昨年 12 月に公開
した、燕背脂ラーメンMAPの作成に携わりました。その中でラーメン
の写真撮影業務があり、市内のラーメンを食べて回りました。背脂ラー
メンを食べたその数なんと20杯以上。一日2軒、回ることもありました。
約1カ月そんな生活を続けた結果、見事に5キロの増量に成功しました。
そして、私が背脂ラーメン好きになったのは言うまでもありません。

地域おこし協力隊の奮闘日記vol.59vol.59
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私の思い入れが詰まった、燕背脂ラーメン
MAPをぜひご覧ください！

　

大
河
津
分
水
通
水
１
０
０
周
年
事
業
で
は
、
分
水
講

演
会
や
6
館
リ
レ
ー
展
、
分
水
サ
ミ
ッ
ト
、
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
8
月
25
日
の
通
水
記
念
イ
ベ
ン
ト

“O

お

お

こ

う

づ

デ

ー

H
KO

U
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day

〟
で
は
可
動
堰
の
ゲ
ー
ト
を
開
放
し

通
水
を
再
現
し
、
8
月
27
日
の
大
河
津
分
水
サ
ン
ク
ス

フ
ェ
ス
タ
で
は
６
５
０
０
人
も
の
方
々
か
ら
お
越
し
い
た

だ
き
大
河
津
分
水
の
１
０
０
歳
を
お
祝
い
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
大
河
津
分
水
へ
の
感
謝
の
想
い
な

ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
始

動
。
多
く
の
方
々
か
ら
「
大
河
津
分
水
あ
り
が
と
う
」
の

声
を
た
く
さ
ん
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
１
０
０
周
年
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
は
「
イ
ベ

ン
ト
レ
ポ
ー
ト
」
と
し
て
１
０
０
周
年
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
分
水
講
演
会
の
講
演
の
様
子
や
大

河
津
分
水
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
はY

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

ouTube

で
も
ご
覧
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
塾
長
善
館
の
門
下
生
の
一
人
で
画
家
の
片か

た

桐ぎ
り

遜そ
ん

堂ど
う

が

描
い
た
「
渡
唐
天
神
図
」
を
紹
介
し
ま
す
。
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な
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も
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ょ
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し　
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ゅ
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ゅ
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に
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ょ
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ょ
く

す

　

片
桐
遜
堂
は
燕
市
高
木
の
生
ま
れ
で
長
善
館
に
入
門

し
、
初
代
館
主•

鈴
木
文ぶ

ん

臺た
い

に
師
事
し
て
漢
学
を
学
び
ま

し
た
。
後
に
画
家
と
な
り
多
く
の
賞
を
受
け
て
、
そ
の
名

声
を
博
し
ま
す
。

　

こ
の
図
は
渡
唐
天
神
図
と
い
わ
れ
、
菅
原
道
真
公
が
禅

の
修
行
の
た
め
に
唐＊

に
渡
り
、
そ
の
証あ

か
し

と
し
て
高
僧
か
ら

法ほ
う

衣え

を
授
け
ら
れ
た
と
い
う
説
話
に
基
づ
い
て
描
か
れ
た

も
の
で
す
。
仙せ

ん

冠か
ん

と
道ど

う

服ふ
く

を
身
に
つ
け
て
右
腰
に
袈け

裟さ

袋ぶ
く
ろ

を
さ
げ
、
一
枝
の
梅
花
を
両
手
で
持
っ
て
い
る
姿
が
特
徴

で
、
天
神
信
仰
画
の
一
つ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
絵
に
惕て

き

軒け
ん

が
漢
詩
の
画
賛
を
添
え
て
い

ま
す
。
長
善
館
で
は
、
毎
年
天
神
講
の
時
期
に
な
る
と
、

こ
れ
を
祭
壇
に
掲
げ
て
学
問
の
神
様
・
儒
学
の
神
様
と
し

て
あ
が
め
、
そ
の
下も

と

で
塾
生
た
ち
が
学
問
研
究
や
人
格
の

陶と
う

冶や

に
励
ん
で
い
た
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

● 「広報つばめ」だけでは物足りないあなたへお送りする「Web版カメラびゅう」
    https://www.city.tsubame.niigata.jp/keikaku/koho/2_1/index.html

●市内の出来事や、頑張っている皆さんの姿を紹介するコーナーです。

　

長
善
館
は
明
治
政
府
よ
り
そ
の
功
績
を

賞
賛
さ
れ
、
明
治
22
年
に
官
報
に
記
載
さ

れ
た
。
こ
の
朗
報
を
先
駆
け
て
連
絡
し
て

く
れ
た
人
が
い
た
。
石い

し

黒ぐ
ろ

忠た
だ

悳の
り

で
あ
る
。

　

小
千
谷
に
暮
ら
し
て
い
た
16
歳
の
頃
、

長
善
館
を
訪
ね
て
い
る
。「
尊
皇
」
に
つ

い
て
意
見
を
聞
く
た
め
で
あ
っ
た
。
難
し

い
問
題
で
あ
っ
た
の
で
多
く
の
塾
で
は
門

前
払
い
さ
れ
た
が
、「
文ぶ

ん

臺た
い

は
子
ど
も
扱

い
せ
ず
、
熱
心
に
話
を
し
て
く
れ
た
」
と

後
に
述
懐
し
て
い
る
。
長
善
館
の
す
ば
ら

し
さ
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
事
の
他
う
れ

し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
難
問
で
も
誰
と

で
も
き
ち
ん
と
向
き
合
う
塾
風
が
80
年
も

存
続
し
た
源
泉
に
違
い
な
い
。

● 1833 年に創設された私塾「長善館」。革新的な教育を行い、
約 80 年の運営で約 1000 人の塾生を輩出しました。

なるほど 長善館
長善館史料館　☎0256・93・5400

▲渡唐天神図

▲「イベントレポート」（ホームページ）

▲「大河津分水ありがとう」（YouTube）

▲「分水講演会」（YouTube）
▶
石
黒
忠
悳
（
１
８
４
５
年
〜
１

９
４
１
年
）
後
に
陸
軍
軍
医
総

監
、
貴
族
議
員　

【
出
典
】
「
近
代
日
本
人
の
肖

像
」
国
立
国
会
図
書
館

▶
鈴
木
文
臺
（
１
７
９
６
年
〜
１

８
７
０
年
）
長
善
館
初
代
館
主

長善館史料館
☎ 0256•93•5400

（月曜日休館、祝日
の場合は翌日休館）
■入館料  
大人100円、高校生
以下 50円
※団体割引あり

越え
つ

北ほ
く
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鴻こ
う
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長
善
館

　
―
渡と

唐と
う

天て
ん

神じ
ん

の
画が

幅ふ
く

―

（
意
訳
）
儒
教
の
学
問
を
身
に
つ
け
、
真
心
を
尽
く
し
て
国
家
・

社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
は
、
人
と
し
て
守
る
べ
き
正
し
い
道
で

あ
る
。
こ
の
心
を
守
り
通
し
た
菅す

が

原わ
ら
の

道み
ち

真ざ
ね

公
は
多
く
の
人
た
ち

に
尊
敬
さ
れ
て
天
神
様
と
し
て
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

新年を迎え、燕市消防出初式が開催されました。堂々
たる車両行進・放水披露からは、市民の安全と安心を
守り抜くという強い決意が溢れているようでした。

今
年
も
燕
の

安
全
安
心
を
守
り
ま
す

●
１
月
８
日　

中
央
公
民
館

つばめっ子今月の今月の今月の今月の

●元気なつばめの子どもたちの様子をお届けします！

大きな獅
し

子
し

舞
まい

が保育園に登場。
今年も良い1年にな〜れ！！
●１月６日　粟生津保育園

「新年お楽しみ会」を開催した
保育園に獅子舞がやってきま
した。獅子舞に頭を噛んでもら
うと「悪いことから守ってく
れる」と教えてもらい、ちょっ
ぴり怖いけどみんなでチャレ
ン ジ！ 今 年 も 楽 し い こ と が
いっぱいの 1 年になりますよ
うに。

「天神講のお菓子を食べると、勉強ができるようになる」
という言い伝えがあり、受験生の合格祈願に最適。色彩
豊かなお菓子が並ぶ天神講菓子展にお越しください。

色
彩
豊
か
な

越
後
つ
ば
め
の
天
神
講

●
１
月
７
日　

道
の
駅
国
上　

粟生津地域で３年ぶりに開催された塞
さい

の神。正月飾りや
かき初めの書き損じたものなどを燃やして、参加した皆
さんで無

む

病
びょう

息
そく

災
さい

と五
ご

穀
こく

豊
ほう

穣
じょう

を願いました。

炎
で
ス
ル
メ
あ
ぶ
っ
て

無
病
息
災
を
願
う

●
１
月
15
日　

粟
生
津
小
学
校　

毎年大好評のスイーツイベント「ツバメルシェスイーツ
グランプリ」。来場者の投票でグランプリが決定！ グラ
ンプリは菓

か

子
し

工
こう

房
ぼう

R
リ ム

IM の「たっぷり苺のタルト」でした。

市
内
12
店
舗
が
参
加
。
魅
力

的
な
ス
イ
ー
ツ
大
集
合
！

●
１
月
15
日　

吉
田
産
業
会
館　

＊中国の王朝（618年〜907年）

グランプリグランプリ

天神講菓子展の詳細は、18
ページをご覧ください。


